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地域保健福祉課業務概要 
 

 地域保健福祉課の業務は、母子保健事業、成人・老人保健事業、性差を考慮した健康支援事業、総合

的な自殺対策推進事業、地域・職域連携推進事業、栄養改善事業、精神保健福祉事業、地域福祉を主要

業務として広域的、専門的業務を実施している。 

 また管内市町の保健・福祉活動が円滑に推進するよう支援の充実を図っている。 

 

１．保健師関係事業 

保健師は、地域保健福祉課、健康生活支援課、成田支所に配属され、センター内各種保健指導業

務の他、市町村保健活動に対して、各種会議や連絡会等で計画・評価の支援を行っている。 

また、保健活動の推進を図り、市町村保健従事者の充実に努めるとともに、管内看護管理者研修

会開催、印旛郡市保健指導者研究会等への支援をとおし、資質の向上を図っている。 

 

２．母子保健事業 

広域的・専門的な取り組みとして、未熟児管理の強化を図るため、管内専門医療機関・市町との

連絡会議を開催し、育児支援の充実に努めている。長期療養児療育指導として、専門相談や講演会

等を実施し、療養支援の充実を図っている。 

また、思春期世代を対象とした性教育を実施するとともに、性に関するより身近な相談相手にな

るよう大学生世代を対象に、思春期世代のピアカウンセラー養成講座を実施した。 

 

３．成人・老人保健事業 

健康増進事業と特定健診・特定保健指導との連携が円滑に進むよう、各市町と連携を図り支援し 

 ている。 

介護老人保健施設の実地指導を監査指導課とともに、３施設実施した。 

 

４．性差を考慮した健康支援事業 

   性差を考慮した視点から健康教育、健康相談を実施するとともに、生涯を通じた健康づくりを支

援する地域ネットワークの構築を図っている。 

   女性のための健康相談は平成 23年度をもって、面接相談は終了となった。 

   また平成 16年度から不妊相談センターを開設している。 

 

５．総合的な自殺対策推進事業 

   働き盛りの人たちの自殺が大きな社会問題となっており、自殺予防対策は重要な健康問題とな

っている。自殺対策取組状況や課題について地区連絡会議を開催し、関係機関の連携を図った。また、

市町村・関係機関の職員、一般県民等に対して、相談支援者研修会を実施した。 
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６．地域・職域連携推進事業 

地域保健と職域保健の連携により、生活習慣病予防を中心とする各種保健事業の共同実施、地域

保健関係施設等の相互活用等、生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制の整備を推進するた

め、平成 19 年度から本事業を開始した。平成 23 年度は、印旛地域・職域連携推進協議会を 2 回、

作業部会を１回開催した。協議会はメンタルヘルスに焦点をあて検討した。 

 

７．栄養改善事業 

   専門的病態栄養指導として、消化器系難病疾患患者・家族に対しての講演会を開催した。また、

若年者の健康づくりの推進・食生活改善推進員等の研修・各種栄養関係団体の育成を行っている。 

   給食施設に対し食品衛生監視員と、衛生管理及び栄養管理について巡回指導を行い、施設関係従

事者には研修会を実施した。 

 

８．地区組織の育成 

   健康づくりの担い手として、各市町から委嘱を受け活動している食生活改善推進員・母子保健推

進員・保健推進員等を対象に推進員活動の充実と資質の向上を図るために、管内研修会等を開催し、

育成している。 

 

９．精神保健福祉対策事業 

   精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（精神保健福祉法）に基づき、一般住民の心の健康づ

くりと普及啓発、精神障害者支援を行っている。 

  (1) 法施行業務：精神保健福祉法に基づく調査・診察の実施等の業務を行っている。 

  (2) 相談・訪問：精神保健福祉相談員・看護師が電話や面接、訪問指導等、随時対応している。 

  (3) 社会復帰相談指導：精神障害者の社会復帰に関する相談やデイケアクラブを実施している。 

  (4) 地域の組織育成：管内の家族会やボランティア等の育成支援を行っている。 

  (5）管内市町の支援：管内市町の精神保健福祉業務への技術支援等を行っている。 

  (6) 各種会議の開催：管内精神保健福祉連絡協議会や、関係者連絡会議・担当者会議のほか、市町

の開催する会議等にも参画・協力している。  

 

10．市町村支援 

   健康づくり推進協議会・在宅介護支援センター運営協議会・各種計画策定委員会等に、医師・保

健師・栄養士・相談員等が出席し、市町村事業が円滑に推進できるよう支援している。 

 

11．歯科保健事業 

   障がい児とその家族を対象に歯科保健サービス事業を実施した。また、歯科医師会・教育庁等と

連携し表彰等を行っている。 

12．児童の福祉 

児童扶養手当、特別児童扶養手当等の支給事務を行った。 
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13．母子・寡婦等の福祉 

   母子及び寡婦福祉法等に基づき、相談業務や、母子寡婦福祉資金貸付等により、母子（寡婦）家

庭の経済的自立助成と生活意欲の助長を図った。   

 

14．高齢者福祉 

   満百歳者に対する敬老事業や、老人福祉施設入所中の公的年金を支給されない者に対し、法外援

護給付金の支給を行った。 

 

15．民生委員・児童委員 

   民生委員・児童委員活動費、民生委員推薦会及び協議会交付金等の事務を行った。 

 

16．身体障害者・知的障害者の福祉 

身体障害者相談員・知的障害者相談員の委嘱や、市町村が行う在宅の重度の障害者等に対する手

当の給付に対し、市町村に補助金を交付した。 

 

17．配偶者暴力相談支援センター 

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律に基づいて、夫や恋人からの暴力に悩ん

でいる方からの相談に応じた。 

 

18．戦傷病者の援護 

戦傷病者特別援護法に基づく療養給付・戦傷病者手帳・補装具等の事務を行った。 

 

19．児童手当事務監査 

   管内市町の児童手当事務について、指導監査業務を行った。 

 

20．中核地域生活支援センター連絡調整会議 

管内の中核地域生活支援センターと関係機関との連絡調整会議を開催した。 

 

21．福祉関係団体育成指導 

管内の福祉に携わる団体等の、育成・指導を行った。 
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１．保健師関係指導事業 
 (1) 管内概況 

管内の保健師就業数は、保健所に１４人(地域保健福祉課５人・健康生活支援課５人・成田支所

３人、育休中１人)であり、市町村保健師は、平成２３年４月１日現在１５１人（新規採用者９人）

である。市町で保健衛生関係に従事する者は９７人、福祉に１９人、介護保険に２９人、その他６

人となっている。 

   地域保健法の施行により対人サービスの多くは住民に身近な市町村が実施しており、保健所保健

師は、広域的・専門的な活動を中心に事業を実施し、市町村や関係機関と連携をとりながら支援活

動を展開している。 

表１－(1) 管内保健師就業状況    （平成 23 年 4月 1日現在 単位：人） 

総 数 保健所 
市  町  村 病院 

診療所 

福祉 

施設 
その他 

保健 福祉 介護保険 その他 

平成 21 年度 １８６ １２ ９７ １６ ３４ ５ １８ ０ ４ 

平成 22 年度 １８４ １４ ９７ １７ ２９ ５ １８ ０ ４ 

平成 23 年度 １８１ １４ ９７ １９ ２９ ６ １１ ２ ３ 

成 田 市 ２９  １１ ５ ５ １ ３ ２ ２ 

佐 倉 市 ３４  ２１ ３ ４ ３ ２  １ 

四 街 道 市 ２４  １４  ７ １ ２   

八 街 市 １６  １３  ２  １   

印 西 市 ２３  １２ ６ ４ １    

白 井 市 ２０  １０ ４ ３  ３   

富 里 市 １０  ８ １ １     

酒 々 井 町 ６  ５  １     

栄   町 ５  ３  ２     

（注：病院・福祉施設・その他は 2 年ごとの保健師就業届による） 

(2) 保健所保健師活動 

 ア 家庭訪問等個別保健指導 
表１－(2)－ア 家庭訪問等個別保健指導状況       （単位：件） 

区分 

種 別 

家 庭 訪 問 
訪 問 以 外 の 保 健 指 導 

面  接 電  話 

実  数 延  数 実  数 延  数 延  数 

総 数  270 515 1366 1460 1833 

感 染 症  56 89 138 146 530 

結 核  74 281 139 185 638 

精 神 障 害  - - 11 11 39 

長 期 療 養 児  7 8 413 413 20 

難 病  20 20 240 258 117 

生 活 習 慣 病  - - - - 16 

その他の疾病 1 1 52 52 60 

妊 産 婦  33 34 15 15 66 

低出生体重児  

（未 熟 児） 
63 66 131 144 146 

乳 幼 児  2 2 102 110 46 

家 族 計 画  - - - - - 

そ の 他  14 14 125 125 155 

訪 問 延 世 帯 数 96 250 - - - 
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 (3) 保健師関係研修（研究）会実施状況 

    昭和 59 年度から管内の保健事業に従事する保健師・看護師・栄養士・歯科衛生士等で構成する

「印旛郡市保健指導者研究会」を開催している。これまで 4 部会で取り組んできたが、平成 17 年

度からは、保健師看護師部会・栄養士部会・歯科衛生士部会の 3部会として、各部会とも、日常業

務に直接反映できるテーマで情報交換し、業務改善に取り組んでいる。 

 

表１－(3)－ア－(ア) 3 部合同研究会状況 

開催月日 目的・テーマ 主   な   内   容 参加人員 

平成 23 年 

4 月 25 日 
総  会 

・平成 22 年度事業報告及び決算承認 

・平成 23 年度事業計画及び予算 

・管内保健衛生主管課長、係長、担当者会議 

５６ 

平成 24 年 

1 月 23 日 

講演：健診や健康教育

等への住民参加を促す

ために  

 

演題 

「ソーシャルマーケティングで、自分が変わる、住民が動く」 

講師：株式会社 キャンサースキャン 

代表取締役社長 福住 潤 氏 

２７ 

 

 

  表１－(3)－ア－(イ) 保健師看護師部会状況 

開催月日 目的・テーマ 主   な   内   容 参加人員 

平成 23 年 

5 月 27 日 

<目 的> 

「新しい情報を取り入れ、

より効果的な保健指導や活

動を推進する」 

・ 情報交換「予防接種について」 

   不活化ポリオ、子宮頸がんワクチンについて 
１８ 

6 月 24 日 
・ 情報交換「がん検診について」 

   受診率向上の対策、大腸がん検診のクーポン、精度管理 
１３ 

8 月 3日 

・・ 情報交換「乳幼児健診について」 

  乳幼児健診で使用する媒体、要経過観察の判断、事後指導、

受診率向上について 

１５ 

10 月 7 日 

・ 情報交換「妊産婦支援について」 

ハイリスク妊産婦の把握方法について 

・ 妊娠糖尿病女性への継続支援の試行 

千葉大学大学院看護研究科附属看護実践研究指導センター 

黒田久美子 氏 

１５ 

11 月 17 日 

・ 情報交換「健康増進事業関係について」 

「COPD・各種成人向け健康教室について」 
１５ 

・ 講演会「禁煙指導の心理的アプローチについて」 

    ～動機づけ面接法・基礎編～ 

講師：新中川病院内科 禁煙外来 

加濃 正人 氏 

２１ 

平成 24 年 

1 月 27 日 

・ 情報交換「特定健診・特定保健指導について」 

   受診率の向上、教室や指導法法の工夫点 
１６ 
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表１－(3)－ア－(ウ)  栄養士部会状況 

開催月日 目的・テーマ 主  な  内  容 参加人員 

平成 23 年 

 6 月 20 日 

テーマ 

「望ましい食習慣を推進

するための健康づくり事

業の検討と情報交換」 

・討議「災害時における行政栄養士の関わり」 
・討議「妊娠期の栄養指導における媒体づくり」 

11 

 8 月 22 日 

・討議「妊娠期の栄養指導における媒体づくり」 
・情報交換「災害時における行政栄養士の関わり」 

・講演「高齢者の低栄養予防のための栄養教育 

～介護予防教室と訪問栄養指導を例に～」 

 講師 栄養サポートネットワーク合同会社 

    代表 安達美佐 

午前 

13 

午後 

14 

12 月 12 日 

・討議「妊娠期の栄養指導における媒体づくり」 

・講演「発達が気になる子どもへの栄養士としての関わり」 

 講師 千葉県発達障害者支援センター 高橋咲子 

午前 

8 

午後 

12 

2 月 6 日 

・講演「災害時における栄養食生活支援について 

    ～被災地における食生活支援の実際と食事摂取基準の 

活用～ 

 講師 独立行政法人国立健康・栄養研究所  

食事摂取基準研究室室長 笠岡（坪山）宜代 

・討議「妊娠期の栄養指導における媒体づくり」 

・次年度運営について 

午前 

8 

午後 

12 

 
表１－(3)－ア－(エ) 歯科衛生士部会状況 

開催月日 目的・テーマ 主  な  内  容 参加人員 

平成 23 年 

5 月 23 日 

テーマ 

「顎模型の作成及び効果的

な使用方法の検討」 

・ 歯の衛生週間 審査会 表彰式について 

・ 歯牙模型の作成 

（土台づくり） 

８ 

8 月 22 日 

・ 三部合同役員会の報告について 

・ 歯牙模型の作成 

（歯肉色塗り） 

７ 

9 月 26 日 

・ 平成 24 年度研究会について 

・ 歯牙模型の作成 

（ニス塗り） 

６ 

11 月 28 日 

・ 平成 24 年度研究について 

・ 効果的な歯牙模型の活用方法について 

（指導案の作成及び付属物品の検討） 

５ 

 12 月 19 日 

・ 三部合同役員会の報告 

・ 効果的な歯牙模型の活用方法について 

（指導案に基づいたデモンストレーションの実施） 

 

６ 

 

イ 所内保健師研究会       表１－(3)－イ 所内保健師研究会状況 

開催月日 主   な   内   容 参加人員 

平成 23 年 

5 月 11 日 

・23 年度の保健師活動の重点目標について 

地域保健福祉課・健康生活支援課・成田支所の新規事業及び各事業の調整 

 

１２ 

8 月 24 日 
・看護部門の医療機関立ち入りについて 

・研修復命(結核、感染症) 
１２ 

11 月 25 日 

・保健師業務研究収録について 

・研修復命（感染症、母子） 

 

１２ 

平成 24 年 

3 月 5 日 

・次年度事業について 

・災害時支援及び思春期保健の各課の現状と課題・次年度の方向性の検討 
９ 
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ウ 管内看護管理者業務研修会   表１－(3)－ウ 管内看護管理者業務研修会状況 

開催月日 主   な   内   容 参加人員 

平成 24 年 

3 月 15 日 

・講演「看護管理者のセルフケア～よりよい部下サポートのために～」 

講師 洗足ストレスコーピング・サポートオフィス所長 

千葉大学大学院医学研究員子どものこころの発達研究センター特任准教授 

臨床心理士 伊藤絵美 氏 

４２ 

 

 

エ 利根ブロック保健所保健師研修会 

表１－(3)－エ 利根ブロック保健所保健師研修会 

 
 

オ 利根ブロック看護職員研修会 

表１－(3)－オ 利根ブロック看護職員研修会 

                                 ( )内は印旛管内 

 
 
 
 
２．母 子 保 健 事 業 
 
 (1) 母子保健推進協議会 

例年母子保健分野における問題点について、管内市町・医師会・関係医療機関・児童相談所・学

校保健関係者等の代表者から構成される協議会を開催している。平成 23 年度は発達障害児への支

援について話し合いを行った。 

表２－(1) 母子保健推進協議会状況 

開催月日 委員数 主  な  協  議  内  容 

平成 24 年 

3 月 8 日 
２１人 

１ 市町・保健所の母子保健事業の現状と課題 

２ 発達障害児への支援について 

 

 

 

開催月日 主   な   内   容 参加人員 

平成 24 年 

1 月 24 日 

テーマ「保健所保健師の災害時保健活動について」 

・ 東日本大震災における各保健所の対応、課題等報告 

・ 今後の保健所の災害時保健活動について検討 

講演・実技「ストレスマネージメント」 

講師 君津中央病院精神科 臨床心理士 京谷幸一 氏 

   千葉臨床心理研究所所長 臨床心理士 守屋均子 氏 

（香取健康福祉センターが主催） 

１５ 

開催月日 主   な   内   容 参加人員 

平成 23 年 

7 月 22 日 

・講演「医療機関や施設における暴言・暴力への対応」 

 講師 筑波大学大学院人間総合科学科看護科学専攻 准教授 三木明子 氏 

（海匝健康福祉センターが主催） 

８５ 

（１０） 
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(2)  低体重児届出 

母子保健法(第 18 条)による届出状況は表２－(２)のとおりである。 

表２－(２) 低体重児出生児体重別届出状況 

   体重 

 

年度 

総数 499ｇ 以下 500～999ｇ 1,000～1,499ｇ 1,500～ 1,999ｇ 2,000～ 2,499ｇ 

平成 22 年度 239 - 9 18 28 184 

平成 23 年度 146 - 9 19 30 88 

成 田 市 1 - - - - 1 

佐 倉 市 24 - - 1 3 20 

四街道市 33 - 2 5 10 16 

八 街 市 18 - 2 2 4 10 

印 西 市 29 - 3 4 2 20 

白 井 市 29 - 2 4 6 17 

富 里 市 1 - - - - 1 

酒々井町 6 - - 2 3 1 

栄 町 5 - - 1 2 2 

 

 

 (3) 人工妊娠中絶届出 

母体保護法第 25 条により医師から届出がなされた人工妊娠中絶実施報告に基づく妊娠週数別年齢階級

別の届出数である。ただし、届出数は管外分も含まれる。 

表２－(３) 人工妊娠中絶届出状況          （単位：人） 

        年・年齢 
  
  
 
 
  

妊娠週数 

平

成 

平

成 

平 成 ２ ３ 年 

総

数 

20 20 25 30 35 40 45 50 不

詳 

歳

未

満 

～ ～ ～ ～ ～ ～ 歳

以

上 

21 22 24 29 34 39 44 49 

年 年 歳 歳 歳 歳 歳 歳 

総   数 577 656 635 68 105 129 122 141 66 4 0 0 

満 7 週 以 前 326 385 355 29 56 76 75 81 38 0 0 0 

満 8 週～満 11 週 215 228 249 31 45 45 46 53 25 4 0 0 

満 12 週～満 15 週 20 24 20 6 3 4 1 3  3 0 0 0 

満 16 週～満 19 週  14 14 8 2 0 3 0 3  0 0 0  0 

満 20 週～満 21 週   2  5  3 0  1 1 0 1 0  0 0  0 

不  詳   0   0   0 0  0    0   0   0  0 0 0  0 

 

 

(4)医療給付事業 

 

 ア 未熟児養育医療 

   養育医療（母子保健法第 20 条）は、入院や医療が必要である未熟児に対し、医療給付を行うも

ので出生体重 2,000g 以下の児及び生活力が特に弱い児が対象となる。平成 23 年度の受給者は、総

数１１４件、変更の申請は１８件であった。 
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表２－(4)－ア 未熟児養育医療給付状況              （単位：人） 

     体重 
 
年度 

総 数 
499ｇ 
 
  以下 

500 
～ 

  999ｇ 

1,000ｇ 
～ 

1,499ｇ  

1,500ｇ 
～ 

1,999ｇ 

2,000g 
～ 

2,499ｇ 

2,500ｇ 
～ 

   

平成 21 年度 136 1 20 28 55 29 3 

平成 22 年度 95 - 17 25 34 17 2 

平成 23 年度 114 2 17 26 51 18 - 

成 田 市 36 - 7 5 15 9 - 

佐 倉 市 21 - 2 5 11 3 - 

四 街 道 市 13 - - 5 7 1 - 

八 街 市 7 - 2 1 2 2 - 

印 西 市 14 - 3 5 6 - - 

白 井 市 11 - 2 4 4 1 - 

富 里 市 7 2 1 - 2 2 - 

酒 々 井 町 3 - - - 3 - - 

栄 町 2 - - 1 1 - - 

 

イ 自立支援医療（育成医療） 

   自立支援医療（育成医療）（障害者自立支援法第 58 条）は、将来に不自由を残す恐れのある 18

歳未満の児童に対し、必要な医療の給付を行うものである。平成 23 年度の新規受給者は、159 件。

その他、再認定 124 件・変更 6件・記載事項変更 7件・補装具 20 件の計 316 件の申請があった。 

表２－(4)－イ 自立支援医療（育成医療）給付状況      （単位：件） 

区   分
年   度 

総  数 
肢  体 
不 自 由 

視覚障害 
聴覚平衡 
機能障害 

音声・言語 
機 能 障 害 

先天性内臓 
疾病その他 

平 成 2 1 年 度 175 64 19 3 38 51 

平 成 2 2 年 度 160 59 5 9 30 57 

平 成 2 3 年 度 159 52 10 7 26 64 

成  田  市 31 9 2 1 3 16 

佐  倉  市 46 15 4 5 8 14 

四 街 道 市 22 5 2 - 4 11 

八  街  市 24 10 2 - 5 7 

印  西  市 16 8 - - 4 4 

白  井  市 12 4 - - 1 7 

富  里  市 6 1 - 1 1 3 

酒 々 井 町 1 - - - - 1 

栄     町 1 - - - - 1 

 

ウ 療育医療 

療育医療（児童福祉法第 20 条）は、結核で長期の療養を必要とする児童を指定医療機関に収容

して医療給付をおこなうほか、学用品や日用品の支給を行うもので、平成 23 年度は申請がなかっ

た。 

 

 (5) 長期療養児療育指導事業 

ア 子どもぜん息・アレルギー相談 

  気管支ぜん息患者や近年急増する小児のアレルギー性疾患患者とその保護者に対し、適切な治療

および環境整備ができるよう支援した。 
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表２－(5)－ア 子どもぜん息・アレルギー相談状況      (単位：件) 

  区 分 

年 度 
回 数 

指 導 数 
内 容 

実 数 延 数 

平成２１年度 ５  13  13 
気管支ぜん息・食物アレルギー・アトピー性皮膚炎等で治療

中の小児とその保護者を対象とし、アレルギー疾患の悪化予防

と適正治療、環境整備や食事等について専門医・保健師・栄養

士等による個別相談を実施。 

平成２２年度 ６  21  21 

平成２３年度 ４  7  7 

 

イ 講演会 

   長期療養児の支援の役割を担う、小･中学校の養護教諭等を対象に、講演会を実施した。 

表２－(5)－イ 講演会状況 

開 催 日 場 所 内 容 参加者数 

平成 23 年 8月 25 日 成田国際文化会館 

講演「子どものメンタルケア～学校現場での早

期発見のために～」 

講師 千葉県こども病院精神科部長 

      佐藤 眞理 医師 

81 

 

(6)  療育相談 

   児童福祉法第 19 条の規定に基づき、医師による診察及び保健師による指導を実施している。来

所者は、市町村の乳幼児健診・相談の場で整形外科的相談の必要性を認め、療育相談を紹介された

者、保護者が心配して広報をみて相談にくる者が多い。 

表２－(6) 療育相談状況              (単位：件) 

       内 訳 

年度・主訴 
総    数 要 医 療 要 観 察 異 常 な し 

平 成 ２ １ 年 度 66 9 31 26 

平 成 ２ ２ 年 度 60 7 30 23 

平 成 ２ ３ 年 度 65 4 35 26 

開 排 制 限 20 - 10  10 

Ｏ 脚 ・ Ｘ 脚 8      - 4 4 

下 肢 長 差 9  1  3 5 

転 び や す い -  - - - 

  股関節脱臼の疑い 6 -  5 1 

外 ・ 内 反 足 1 - -  1 

内 股 13 1  8  4 

歩 き 方 の 心 配 1  - - 1 

足 の 指 の 変 形 -  -  -  - 

斜     頚 1  1  -  - 

そ  の  他 6  1 5 - 

 

(7)  小児慢性特定疾患治療研究費受給者状況 

      平成 17 年 4 月 1 日から小児慢性特定疾患治療研究事業は「児童福祉法」に位置づけられ、制度

の改善・重点化が図られた。また、対象疾患に慢性消化器疾患が加えられ全 11疾患群となった。 

表２－(7)－ア 小児慢性特定疾患治療研究費受給者状況   （ 単 位 ： 件 ） 
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市町村別 総計 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 

悪 性 
新生物 

慢性腎 
疾 患 

慢 性 
呼吸器
疾 患 

慢 性 
心 疾 患 

内分泌 
疾 患 

膠原病 糖尿病 
先天性
代謝異

常 

血友病
等血液
疾 患 

神経・筋
疾 患 

慢 性 
消化器
疾 患 

平成21年度 636 79 65 38 136 141 32 50 29 14 36 16 

平成22年度 679 90 68 37 139 169 36 44 29 16 38 13 

平成23年度 704 91 70 33 142 189 35 50 28 17 34 15 

成 田 市 136 17 19 5 33 32 7 6 4 4 6 3 

佐 倉 市 144 19 10 9 33 43 8 10 3 0 7 2 

四街道市 91 14 8 5 13 21 8 11 5 2 4 0 

八 街 市 69 5 6 4 17 16 2 5 4 4 3 3 

印 西 市 113 14 11 4 17 36 7 10 3 3 5 3 

白 井 市 80 10 9 4 16 20 2 3 7 2 6 1 

富 里 市 33 9 1 0 6 8 1 3 0 1 1 3 

酒々井町 26 0 5 1 5 11 0 0 2 0 2 0 

栄 町 12 3 1 1 2 2 0 2 0 1 0 0 

 

表２－(7)－イ こども健康手帳交付状況        （ 単 位 ： 件 ） 

 総数 成田市 佐倉市 四街道市 八街市 印西市 白井市 富里市 酒々井町 栄町 

平成21年度 12 2 4 0 2 1 1 2 0 0 

平成22年度 31 8 10 4 2 1 1 3 2 0 

平成23年度 27 5 5 2 4 8 2 1 0 0 

 

 (8)  母子保健関係研修会 

  「新生児・妊産婦訪問指導従事者研修会実施要領」により、山武健康福祉センターと交互に行っ

ている。平成２３年度は印旛健康福祉センターで開催した。 

表２－(8)  新生児・妊産婦訪問指導従事者研修会実施状況 

開催月日 対 象 者 内       容 参加者数 

平成 23 年 
7 月 6日 

印旛･山武健康福祉セ

ンター管内の新生児・

妊産婦の訪問指導に従

事する者 

講演「発達障害の理解とその支援」 
 ～幼児期のペアレントトレーニングを中心に～ 

講師 千葉県発達障害者支援センター 

   高橋 咲子 氏 

  ４５ 

 

(9) 不妊対策事業 

ア  不妊相談センター事業 

   不妊で悩む夫婦等の相談者に対し、不妊治療に関する情報提供、医療面・精神面での支援等を専

門医師・助産師・保健師等により、平成 16年度から実施している。 

表２－(9)－ア 不妊相談センター実施状況 

年度 内  訳 相談人員 相談内容（延数） 

平成 23 年度 

専門相談（３回） ８ ・治 療 そ の も の の 悩 み       １１件 

・医 療 等 情 報 に つ い て       ３９件 

・治療以外（不妊に起因する）の悩み       ８件 電話相談 ８ 
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 イ 特定不妊治療費助成事業 

    特定不妊治療（体外受精・顕微授精）対象者に、千葉県特定不妊治療費助成事業実施要綱に基づ

く経費の助成を平成 17 年 1 月から開始している。平成 19 年度から１回の治療につき 10 万円を、

１年度当たり２回まで助成が可能となった。また、平成 21 年度から 15 万円に増額されたことや、

平成 23 年度から 1 年度目は年 3 回まで申請できるようになったことから、申請件数が大幅に増え

ている。     

表２－(9)－イ－（１） 市町村別特定不妊治療費助成実施状況 

年 度 件 数 体外受精 顕微授精 
体外と顕微 

併用 
その他 

平成２３年度 ５０２ １１９ １７７ １２  １９４ 

成 田 市 １３２ １９ ６２ １   ５０ 

佐 倉 市 ８９ ２７ ２５ ４ ３３ 

四 街 道 市 ８５ ３４ ２４ １ ２６ 

八 街 市 ２１ ６ ６ １ ８ 

印 西 市 ７２ ９ ２５ ４ ３４ 

白 井 市 ５０ １５ １３ １ ２１ 

富 里 市 ３３         7 １５ ０ １１ 

酒 々 井 町 １５ ２ ５ ０ ８ 

栄 町 ５ ０ ２ ０ ３ 

     認定後に助成金の返還の申し出が 1件あった 

 

表２－(9)－イ－（２） 年度別特定不妊治療費助成実施状況 

年度 実件数 延件数 

平成 21 年度 ２６５ ４１６ 

平成 22 年度 ２５１ ４１６ 

平成 23 年度 ３０９ ５０２ 

 
 
(10) 乳幼児救急法講習会 

             表２－(10)  乳幼児救急法講習会実施状況 
開 催 日 対象者 内 容 参加者数 

平成２３年 

８月２６日 
幼稚園教諭等 

講演「乳幼児の救急対応と疾病について」 
講師 東邦大学医療センター佐倉病院 

   舘野 昭彦 医師 

３８ 

 
 
３．成人・老 人 保 健 事 業 
  従来、市町村が老人保健法（昭和 57 年法律第 80号）による医療以外の保健事業を地域の実情に即

して実施してきた。平成 20 年度からはこの一部を健康増進法に基づき健康増進事業として実施して

いる。また、高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、生活習慣病の予防の観点から医療保険者に

特定健診・特定保健指導が義務付けられている。 

(1) 介護老人保健施設・訪問看護ステーション整備状況 
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   管内には介護老人保健施設 14 施設、訪問看護ステーション 14施設が整備されている。施設名・

所在地等は地域資料編に記載している。 

   ・ 介護老人保健施設実地指導 

     平成 23年度は、管内 3施設において監査指導課とともに実地指導を実施した。 

 

 

４．性差を考慮した健康支援事業 

心身の悩み・不安等を有する思春期以降の女性に対し、性差を考慮した視点から、生涯を通じた健

康づくりを支援するため、専門医師等による健康相談事業を行った。    

また、平成 14 年度に行った実態調査や協議会の意見で、思春期保健事業としてピアカウンセラー

養成の必要性が議論され、養成講座を開催している。女性のための健康相談のうち、専門の医師によ

る面接相談は平成 2４年 3 月をもって終了となった。 
 

(1) 女性のための健康相談 
表 4－(1) 女性ための健康相談実施状況  

      区分 

年度 
相談回数 面接相談者延数 電話相談者 

平成 21 年度 １９回 ４２人 １１０人 

平成 22 年度 １５回 ３２人 ９２人 

平成 23 年度 １０回 １５人 ７９人 

 

(2) 男性のこころと身体の健康相談 

         表４－(2)男性のこころと身体の健康相談実施状況 

 相談回数 面接相談者 電話相談者 

平成 21 年度 ９回 １３人 ４４人 

平成 22 年度 ８回 １１人 ３３人 

平成 23 年度   ３４人 

 

 (3) 思春期保健相談事業 

   大学生世代を思春期世代のピアカウンセラーとして養成するため、管内大学生を対象に養成講座

を開催し、１７名が修了した。修了後、管内小学生から大学生を対象に主に性に関する相談活動を

実践した。 
表４－(３)－ア  ピアカウンセラー養成講座実施状況 

開 催 月 日 内     容 

平成 23 年 6月 8日 ピアカウンセリング入門とコーチング 

平成 23 年 6月 29 日 ピアカウンセリング入門とコーチング／思春期の栄養 

平成 23 年 8月 4日 ピアカウンセラーのスキル／クリニックで診る性感染症 

平成 23 年 8月 5日 ピアカウンセリング演習      修了証交付 

 
表４－(３)－イ 相談活動実施状況 

開 催 日 対  象  者 内          容 参加者数 

平成 23 年 

8 月～11 月 
管内小学生から大学生 

ピアカウンセラー養成講座の修了者により主に性に関する相談活

動を実施した。 
１３ 
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５．総合的な自殺対策推進事業 

「総合的な自殺対策推進事業実施要綱」に基づき、平成 17 年度より、働き盛りの人たちの自殺防

止の観点から、うつ病への対応を重点に本事業を実施している。平成 23 年度は、自殺対策地区連絡会

議や自殺対策における相談支援者研修会を実施した。 

 

(1)  住民等に対する啓発普及 

   冊子「あなたのこころ元気ですか？」を各市町村や会議、研修会等で配布し、うつ病等に関する情報

提供と相談窓口の周知を行った。 

 

 

(2) 自殺対策地区連絡会議  

表５－(２)  自殺対策地区連絡会議実施状況 

開催月日 構 成 員 内 容 

平成 24 年 

2 月 29 日 
 34 人 

議題（１）千葉県及び管内自殺統計概要 

  （２）管内関係機関等での自殺対策取り組み状況及び課題について情報交換。 

（３）その他 要領の改正。作業部会の設置の追加について 

 

 

（３）自殺対策における相談支援者研修会 

   市町・関係機関の職員、一般県民等に対し、相談支援者研修会を実施した。 

 

表５－(３) 一般住民・関係職員等に対する講演会実施状況 

実施日 対 象 内 容 参加数 

平成 23 年 

10 月 28 日 

管内保健師、精神保

健福祉士等医療関

係者、学校関係者等

専門職員 

講演 1「あなたもゲートキーパーになりませんか。～悩んでいる人のよ

き支援者になるために～」 

講師：国立精神・神経医療研究センター病院 亀井雄一医師 

 

講演２｢傾聴の実践～判断・批判せずに聴くためのトレーニング～」 

講師：子どもと親の育ち支援 こころの匠ネット代表・聖マリアンナ医

科大学神経精神科研究員  

臨床心理士 田口 学先生 

４０ 

平成 24 年 

１月 20 日 

市町行政職一般、 

その他一般県民 
同     上  ４９ 

 

 

 

 

 

６．地域・職域連携推進事業 

地域保健と職域保健の連携により、生活習慣病予防を中心とする各種保健事業共同実施、地域保健

関係施設等の相互活用等、生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制の整備を推進する。 

平成 23 年度は協議会２回と作業部会１回を開催した。協議会はメンタルヘルスに焦点をあて検討

した。作業部会では地域・職域で活用できるパンフレット・ポスターの作成を実施した。 
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 表６ 印旛地域・職域連携推進協議会・部会の開催状況 

開催月日 分類 構成員数 主  な  内  容 

 

平成 23 年

8月 1日 

作業部会 23 人 

１ 普及啓発活動に利用できるパンフレット・ポスターの検討・作製  

２ 各所属からメンタルヘルスの状況に関して情報交換 

３ 作製したパンフレット・ポスターを活用した普及啓発活動について 

 

平成 23 年

9月 29 日 

 

協議会 26 人 

１ 作業部会の実施報告 

（作製したパンフレット・ポスターの承認） 

２ 普及啓発推進計画について 

３ 講演「メンタルヘルス対策支援センターの紹介とメンタル不調者の早期発

見について」 

  講師 メンタルヘルス対策支援センター 内藤 恵子 氏 

平成 24 年

2月 16 日 
協議会 29 人 

１ 平成２３年度協議会の普及啓発活動実施報告 

２ 今後の協議会の取組みについて 

３ 印旛地区メンタルヘルスを中心とした相談窓口一覧の改訂 

 

 

 

 

 

 

７．栄 養 改 善 事 業 

 (1) 健康増進（栄養・運動等）指導事業 

   病態栄養指導として、難病患者及び家族を対象に講習会を開催した。健康づくり事業として、若

年者の健康づくりの推進、地域における健康づくりの担い手である食生活改善推進員及び各種栄養

関係団体の育成を図った。 

 

 表７－(1) 健康増進（栄養・運動等）指導状況       （単位：人） 

区    分 

実  施  数 （再掲）医療機関等への委託 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

20 

(

乳
幼
児
を
除
く) 

20 

(

妊
産
婦
を
除
く) 

妊

産

婦 

 

乳

幼

児 

20 

(

乳
幼
児
を
除
く) 

20 

(

妊
産
婦
を
除
く) 

歳

未

満 

歳

以

上 

歳

未

満 

歳

以

上 

個

別

指

導 

栄  養  指  導 － － 1 9 － － － － 

 
（再掲）病態別栄養指導 － － 1 7 － － － － 

（再掲）訪問による栄養指導 － － － － － － － － 

 運  動  指  導 － － － － － － － － 

 （再掲）病態別運動指導 － － － － － － － － 

休  養  指  導 － － － － － － － － 

禁  煙  指  導 － － － － － － － － 

集

団

指

導 

 栄  養  指  導 － － － 273 － － － － 

 
（再掲）病態別栄養指導 － － － 88 － － － － 

（再掲）訪問による栄養指導 － － － － － － － － 

 運  動  指  導 － － － 30 － － － － 

 （再掲）病態別運動指導 － － － － － － － － 

休  養  指  導 － － － － － － － － 

禁  煙  指  導 － － － － － － － － 
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ア 病態別個別指導 

表７－(1)－ア 病態別個別指導状況          （単位：人） 

区分 

種別 
計 生活習慣病 難 病 

アレルギー疾

患 
摂食障害 その他 

病態別栄養指導 8 7 － 1 － － 

病態別運動指導 － － － － － － 

 

イ 病態別栄養教室・講座等 

表７－(1)－イ 病態別栄養教室・講座等実施状況 

教  室  名 回数 参加延人員 主  な  内  容 

消化器系難病疾患の患

者・家族に対しての講演会 
1 65 管理栄養士による講演・情報交換 

講演「消化器系難病の食事療法の基本」 

食物アレルギー教室 1 23 小児科医師による講演・情報交換 

講演「みんなで知っておきたい！食物アレルギー最新情報」 

 

ウ 若年者健康づくり推進事業 

表７－(1)－ウ 若年者健康づくり推進事業実施状況 

講習会名  対象 参加人員 主  な  内  容 

食育指導者

研修会 

管内保育所の保

育士・栄養士等 
36 

講演「保育所における食育の実践～多職種間の連携について考える」 

情報交換 

 

エ 栄養関係団体育成指導 

表７－(1)－エ 栄養関係団体育成指導状況 

団 体 名 回数 
参加 

延人員 
主  な  内  容 

印旛郡市集団給食管理者協議会 

（千葉県集団給食協議会連合会） 
9 228 総会、研修会、施設見学、役員会 

印旛保健所管内栄養士会 6 124 総会、研修会、施設見学、役員会 

印旛保健所管内調理師会 3 51 総会、中堅調理師研修会、ヘルシーメニュー講習会、役員会  

印旛保健所管内 

食生活改善協議会 
6 101 総会、講演会、調理実習、役員 

 

オ 管内行政栄養士研究会 

              表７－(1)－オ  管内行政栄養士研究会実施状況 

研 究 会 名 主 な 内 容 参加人員 

印旛郡市保健指導者研究会 

研究テーマ 

「災害時における行政栄養士の関わり」 

「妊娠期の栄養指導における媒体づくり」（全４回） 

延 49 人 

 
 
カ 国民健康・栄養調査 

    健康増進法に基づき国民の身体の状況、及び栄養摂取量及び生活習慣の状況を明らかにすることを 
目的とした調査。 

   H23 年度は、該当地区なし 
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キ 食品製造業者及び販売者への指導 

表７－(1)－キ 食品に対する表示指導の状況    （単位：件） 

指 導 内 容 指導件数 

特別用途食品について    ０  

栄養表示基準について     １２  

栄養機能食品について       ０  

虚偽誇大広告について    ８  

その他一般食品について 

(いわゆる健康食品を含む) 

     ０ 

 

 

 

 

ク 特別用途食品表示許可取扱 

表７－(1)－ク 特別用途食品表示許可取扱状況  （単位：件） 

内     容 指導件数 

新規許可申請受付数   ０  

消滅事由該当届出数   ０  

申請・表示事項変更届数   ０  

 

ケ 調理師試験及び免許取扱 

表７－(1)－ケ 調理師免許取扱状況         （単位：人） 

区分 

 

年度 

調理師試験 免許交付 

受験者数 合格者数 合格率(％) 新規交付 書換交付 再交付 

平成 21 年度 １８４ ８８ ４７．８ １８６ ３３ ３２ 

平成 22 年度 １９５ １２６ ６４．６ ２１８ ３８ ３４ 

平成 23 年度 １８９ ９７ ５１．３ ２０１ ３７ ３１ 

 

 

(2) 給食施設指導 

   管内 317 給食施設のうち、207 施設に対して衛生管理及び栄養管理について食品衛生監視員と 

巡回指導を行った。 

また、給食施設管理者及び従事者を対象に衛生講習会を開催し、給食管理・運営の向上を図った。 

表７－(2) 給食施設状況           （単位：人） 

 

 

 

施設

総数 

管 理 栄 養 士 

のみいる施設 

管理栄養士・栄養士 

ど ち ら も い る 施 設 

栄 養 士の み 

い る 施 設 

 

管理栄養 

士・栄養 

士どちら 

もいない 

施設数 

管 理 栄 養 士 

必置指定施設 

 

 

栄 養 成 

分 表 示 

施 設 数 

 
施設数 

管理栄 

養士数 
施設数 

管理栄 

養士数 

栄養 

士数 
施設数 

栄養 

士数 

 
該当数 指定数 

 

317 79 91 65 118 114 116 134 57 11 11 290 
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ア 給食施設指導 

表７－(2)－ア 給食施設指導状況 

区      分 計 

特定給食施設 給食施設 

そ れ 未 満 の 

給 食 施 設 

1回300食以上 

又は 

1日750食以上 

1回100食以上 

又は 

1日250食以上 

1回50食以上 

又は 

1日100食以上 

個
別
指
導 

給 食 管 理 

指 導  

巡回個別指導施設数 207 65 99 43 － 

その他指導施設数 362 101 184 76  1 

喫食者への栄養･運動指導延人員 － － － － － 

集
団
指
導 

給 食 管 理 

指 導  

回 数  5 5 5 5 5 

延 施 設 数  330 34 194 99 3 

喫食者への栄 

養 ･運動指導 

回 数  － － － － － 

延 人 員  － － － － － 

 
 イ 給食施設個別巡回指導 

表７－(2)－イ 給食施設個別巡回指導状況 

区 分 

栄

養

士

の

有

無 

総  数 

特定給食施設 給食施設 

それ未満の 

給 食 施 設 

1 回 300 食以上 

又は 

1 日 750 食以上 

1 回 100 食以上又

は 

1 日 250 食以上 

1 回  50 食以上又

は 

1 日 100 食以上 

施 設 

総 数 

指導総 

施設数 

施 設 

総 数 

指 導 総 

施 設 数 

施 設 

総 数 

指 導 総 

施 設 数 

施 設 

総 数 

指 導 総 

施 設 数 

施 設 

総 数 

指 導 総 

施 設 数 

合 計 317 207 73 65 153 99 85 43 6  

計 
有 262 190 73 65 125 91 62 34 2  

無 55 17   28 8 23 9 4  

学 校 
有 70 67 54 54 16 13     

無 1    1      

病 院 
有 26 26 10 10 10 10 6 6   

無           

介護老人 

保健施設 

有 14 14   12 12 2 2   

無 1 1     1 1   

老人福祉

施 設 

有 34 28   22 19 12 9   

無 1 1     1 1   

児童福祉

施 設 

有 64 34   40 28 24 6   

無 17 10   8 5 8 5 1  

社会福祉

施 設 

有 15 11   4 2 11 9   

無 1      1    

矯 正 

施 設 

有           

無 1 1   1 1     

寄 宿 舎 
有 6 1   3 1 3    

無 1      1    

事 業 所 
有 23 3 8 1 13 2 2    

無 31 3   18 2 10 1 3  

一般給食

ｾ ﾝ ﾀ ｰ 

有           

無           

そ の 他 
有 10 6 1  5 4 2 2 2  

無 1 1     1 1   
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 ウ 給食施設開始及び廃止指導 

表７－(2)－ウ 給食施設開始及び廃止指導状況 

 
新規給食開始 給食廃止（休止） 

届 出 数 13 11 

指 導 数 13 11 

 

エ 給食施設管理者・栄養士・調理従事者研修会 

表７－(2)－エ 給食施設管理者・栄養士・調理従事者研修会状況 

研修会名 開催月日 主   な   内   容 参加人員 

給食施設管理者及び従事

者講習会 

平成 23 年 

6 月 17 日 

講演 

「給食施設の食品衛生について」 

 

１０９ 

 

給食施設管理者及び従事

者衛生講習会 

平成 23 年 

6 月 24 日 

講演 

「給食施設の食品衛生について」 

 

１１３ 

 

給食施設における 

災害対策研修会 

平成 23 年 

10 月 6 日 

報告「災害時の備えに関する調査結果の報告」 

グループワーク「給食施設における災害対策」 

管内病院給食施設からの情報提供 

６１ 

給食施設における 

災害対策研修会 

平成 23 年 

11 月 7 日 

講演「給食施設に求められる災害時の対応と 

平常時からの備え」 
１１１ 

 

 (3) 健康ちば協力店推進事業 

   食環境整備の一環として、メニューの栄養成分表示・健康に配慮したメニューの提供・禁煙席の

設置・健康栄養情報の提供等を行う飲食店等の「健康ちば協力店」登録施設の増加を図るため、あ

らゆる機会をとらえ食品関係従事者及び住民に対し、普及啓発を行なった。（６回・延３０５人） 

 

８．地 区 組 織 の 育 成 

  健康づくりの担い手として各市町村から委嘱をうけて活動している食生活改善推進員・母子保健推

進員・保健推進員等を対象に推進活動の充実と向上を図るため、下記のとおり研修会を開催した。 

表８ 推進員合同研修会状況 

開 催 月 日 主   な   内   容 参加人員 

平成 23 年 8月 23 日 

・県内のがん検診受診率の向上のため、がん検診推進員育成 

講習会を実施した。 

講演「乳がんの早期発見について」 

講師 ちば県民保健予防財団 橋本 秀行 医師 

講演「乳がん体験者の話」  

講師 アイビー千葉  斎藤 とし子 氏 

４４ 

平成 23 年 11 月 29 日 

講演「妊娠期・子育て世代の女性への食育 

  ～妊産婦のための食事バランスガイドの活用を通じて～」 

講師 千葉県立保健医療大学 栄養学科 講師 林 芙美氏 

３２ 
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９．精神保健福祉対策事業 

（1） 管内精神病院と入院等の状況 

表９－(1)－ア 管内病床数・入院患者等の状況      （平成 23 年 6月 30 日現在 単位：件） 
区分 

 

 

 

 

 

年度 

市町村別 

管

内

人

口 

精

神

病

院

数 

病

床

数 

人
口
万
対
病
床
数 

入

院

患

者

数 

県

内

病

院

へ

の 

入

院

患

者

数 

人

口

万

対 

措

置

患

者

数 

措

置

患

者

数 

人

口

万

対 

措

置

率

％ 

管内患者入院先（再掲） 

圏 内 の 病 院 へ の 

入 院 患 者 数 

圏 外 の 

病 院 へ の 

入院患者数  管内病院 管外病院 

数 ％ 数 ％ 数 ％ 

(a) (b) 

平成21年度 702,473 6 1,466 20.9 1,116 15.9 10 0.14 0.9 671 60.1 0 0 445 39.9 

平成22年度 705,289 6 1,466 20.8 1,134 16.0 6 0.09 0.5 691 60.9 0 0 443 39.1 

平成23年度 705,350 6 1,466 20.8 1,066 15.1 4 0.05 0.4 660 62.1 0 0 406 37.9 

成 田 市 129,090 4 951 73.7 285 22.1 - - - 252 88.4 0 0 33 11.6 

佐 倉 市 172,342 0   254 14.7 - - - 120 47.2 0 0 134 52.8 

四街道市 87,340 0   83 9.5 - - - 33 39.8 0 0 50 60.2 

八 街 市 72,836 1 180 24.7 116 15.9 - - - 85 73.3 0 0 31 26.7 

印 西 市 89,028 1 335 38.1 116 13.0 - - - 59 50.9 0 0 57 49.1 

白 井 市 60,817 0   71 11.7 - - - 9 12.7 0 0 62 87.3 

富 里 市 50,420 0   70 13.9 - - - 53 75.7 0 0 17 24.3 

酒々井町 21,239 0   38 17.9 - - - 26 68.4 0 0 12 31.6 

栄 町 22,238 0   33 14.8 - - - 23 69.7 0 0 10 30.3 

県 全 体 6,215,256 53 12,745 20.5 9,204 14.8 70 0.1 0.8 6,093 66.2 1,636 6.9 2,475 26.9 

 
（注１） 人口は、平成 23 年 7月１日現在（千葉県毎月常住人口調査による）。 
（注２） 措置率＝b／a×100 
（注３） 県外の患者2,062人を含む県内精神科病院への全入院患者11,266人で計算した人口万対入院患者数は18.1

人。 

 

 

表９－(1)－イ 管内病院からの届出等の状況          （単位:件） 

種別 
 

年度 

医療保護
入院届 

(保護者の
同意) 

医療保護
入院届

(扶養義務
者の同意) 

応 急 
入院届 

医療保護 
入院者の 
退 院 届 

措置症状 
消 退 届 

措置入院 
定期病状 
報 告 書 

医療保護
入院定期
病状報告書 

平成 21 年度 443 139 4 415 23 19 307 

平成 22 年度 440 153 9 406 13 15 340 

平成 23 年度 419 115 3 395 32 17 390 
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（2） 措置入院関係 

   精神保健福祉法第２３条から２６条の３の申請・通報・届出に基づき状況を調査し、その結果

必要と判断された場合に同法第２７条の診察を実施する。診察の結果、措置入院が必要と判断さ

れた精神障害者を精神科病院（指定病院）に移送し入院措置する業務である。管内の５か所の警

察や医療機関と連携を保ちながら対応した。 

 

表９－(2)－ア 申請・通報・届出処理状況              (単位：件) 

処 理 
 

申請通報等の別 

申請・通報 
届 出 件 数 

診察の必要 
が な い と 
認 め た 者 

法第 27 条の診察を受けた者 緊 急 措 置 
入 院 件 数 
（ 再 掲 ） 

法第 29 条 
該当症状の者 

その他の 
入院形態 

通院・その他 

平成 21 年度 237 200 33 3 1 (27) 

平成 22 年度 185 156 24 4 1 (17) 

平成 23 年度 181 136 28 2 4 (21) 

法第 23 条 
一般人からの申請 - - - - - - 

法第 24 条 
警察官からの通報 159 121 23 1 3 (21) 

法第 25 条 
検察官からの通報 8 2 4 1 1 - 

法第 25 条の 2 
保護観察所の長からの通報 0 - - - - - 

法第 26 条 
矯正施設の長からの通報 14 13 1 - - - 

法第 26 条の 2 
精神病院管理者からの届出 0 - - - - - 

法第 26 条の 3 
医療観察法に基づく指定
医療機関管理者及び保護
観察所長からの通報 

0 - - - - - 

法第 27 条の 2 
申請通報に基づかない診察 0 - - - - - 

 

            表９－(2)－イ 被申請・通報・届出者の病名               （単位：件） 

病 名 
 
 
 
 
 
結果 

総

数 

統

合

失

調

症 

躁

う

つ

病 

器 質 性 

精神障害 

中 毒 性 

精 神 障 害 
そ
の
他
の
精
神
病 

神

経

症 

人

格

障

害 

精

神

遅

滞 

て

ん

か

ん 

そ

の

他 

認

知
症

疾
患 

そ

の

他 

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒 

覚

醒
剤

中
毒 

そ

の

他 

平成 21 年度 237 90 26 5 2 11 11 6 8 14 13 5 5 41 

平成 22 年度 185 84 24 0 2 6 15 0 5 12 11 2 5 19 

平成 23 年度 181 71 17 0 3 5 8 1 10 11 18 4 4 29 

診 察 

実 施 

要 措 置 26 15 4 0 1 0 4 0 2 0 0 0 0 0 

不要措置 3 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 

診 察 不 要 152 56 13 0 2 5 4 1 7 11 17 4 4 28 

（注）1.病名その他には、発達障害、不詳も含む。 

 
表９－(2)－ウ 入院期間別措置入院患者数  （平成 24 年 3月 31 日現在 単位：人） 
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措置入院 

期間 

年度 

総     数 6 ヶ月未満 
6 ヶ月以上 

    1 年未満 

1 年以上 

     3 年未満 
3 年以上 

平成 21 年 8 6 1 0 1 

平成 22 年 5 4 0 0 1 

平成 23 年 7 5 1 0 1 

 

（3）医療保護入院のための移送（法 34条） 

表９－(3)  医療保護入院のための移送 

年度 区分 受付件数 指定医の診察件数 移送件数 

平成 23 年度 - - - 

 
（4）通院医療及び保健福祉制度関係 

    市町村が窓口となって実施している。 
表９－(4)－ア 自立支援医療（精神通院）認定件数 

（平成 24 年 3月 31 日現在 単位：件）     

年度・市町村 認定件数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21 年度 5,677  

平成 22 年度 6,362  

平成 23 年度 6,699  

 成 田 市  1,035  

 佐 倉 市  1,965  

 四 街 道 市  884  

 八 街 市  795  

 印 西 市  682  

 白 井 市  544  

 富 里 市  390  

 酒 々 井 町  204  

 栄 町  200  

 

表９－(4)－イ 精神障害者保健福祉手帳所持者数 （平成 24 年 3月 31 日現在 単位：人） 

年度・市町村 
手  帳  所  持  者  数 

計 1 級 2 級 3 級 

平成 21 年度 2,234 355 1,304 575 

平成 22 年度 2,616 401 1,500 715 

平成 23 年度 2,929 438 1,714 777 

成 田 市 613 65 379 169 

佐 倉 市 800 135 467 198 

四 街 道 市 457 72 246 139 

八 街 市 335 50 204 81 

印 西 市 221 36 114 71 

白 井 市 171 27 101 43 

富 里 市 164 22 94 48 

酒 々 井 町 80 19 43 18 

栄 町 88 12 66 10 

 

 

表９－(4)－ウ 精神障害者福祉関係諸手続きの状況          （単位：件） 
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区 分 

年 度 

社 会 復 帰 施 設 利 用 手 続 件 数 社 会 適 応 訓 練 

申 込 書 受 理 件 数 

生 計 同 一 常 時 介 護 

証 明 書 発 行 件 数 入 所 報 告 書 退 所 報 告 書 

平成 21 年度 0 0 1 28 

平成 22 年度 0 0 2 30 

平成 23 年度 0 0 1 18 

 

（5）精神保健福祉相談・訪問指導実施状況 

精神保健福祉相談員・看護師が，電話相談や面接相談に随時対応しており，必要に応じて訪問

指導も行っている。定例精神保健福祉相談日（月４回）では，精神科嘱託医と精神保健福祉相談

員・看護師が広く心の健康や精神障害等の相談に応じている。 

             

                       表９－(5)－ア 対象者の性・年齢                    （単位：人） 

性・年齢 

 

区分 

実

数 

性 年        齢 延
回
数 男 女 不明 

20 歳 
未満 

20 歳 
～39 歳 

40 歳 
～64歳 

65 歳 
以上 

明不 

平成 21 年度 404 222 181 - 13 199 156 29 7 606 

平成 22 年度 322 179 143 - 8 156 127 28 3 493 

平成 23 年度 255 141 114 - 8 135 95 15 2 462 

相 

 

 

 

談 

計 146 77 69 - 6 81 52 5  2 260 

成 田 市 10 6 4 - 1 5 2 1 1 16 

佐 倉 市 52 23 29 - 2 31 18 1  97 

四 街 道 市 21 12 9 -  13 8   38 

八 街 市 14 8 6 - 1 6 7   24 

印 西 市 9 6 3 -  5 2 2  18 

白 井 市 7 3 4 -  2 5   15 

富 里 市 5 4 1 -  5    9 

酒 々 井 町 12 8 4 -  7 4 1  21 

栄 町 8 3 5 - 1 4 3   12 

管   外 8 4 4 - 1 3 3  1 10 

訪 

 

 

 

 

問 

計 109 64 45 - 2 54 43 10 0 202 

成 田 市 11 7 4 -  4 6 1  21 

佐 倉 市 26 15 11 - 1 15 7 3  53 

四 街 道 市 17 11 6 -  11 3 3  51 

八 街 市 5 3 2 - 1 1 3   10 

印 西 市 7 5 2 -  2 5   14 

白 井 市 7 4 3 -  2 5   10 

富 里 市 8 5 3 -  7 1   11 

酒 々 井 町 4 2   2 -  1 2 1  4 

栄 町 4 1 3 -  3 1   7 

管   外 20 11 9 -  8 10 2  21 
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表９－(5)－イ  電話相談延件数（単位：件） 

性 別 延 件 数 

男 3,498 

女 3,952 

計 7,450 

 
 

表９－(5)－ウ 相談の種類（延数）                    （単位：件） 

種 別 
 

 

 

区  分 

総 
 
 

数 

精神障害に関する相談 
中毒性精神障害 

に関する相談 
心
の
健
康
相
談 

思
春
期
の
相
談 

老
年
期
の
相
談 

そ
の
他
の
相
談 

診療に 

関する 

こ と 

社 会 

復 帰 

生 活 

支 援 

手帳・ 

通院公 

費負担 

その他

の相談 

ア ル 

コール 

覚せい 

剤 

その他 

の中毒 

平成 21 年度 606 303 32 23 1 165 14 11 6 10 12 22 7 

平成 22 年度 493 297 73 32 18 29 12 7 1 9 4 2 9 

平成 23 年度 462 283 60 37 7 34 15 9 4 2 3 6 2 

相

談 

 計 260 142 27 25 7 30 10 4 3 2 3 5 2 

 男 126 69 16 8 2 16 4 2 3 1 1 2 2 

 女 134 73 11 17 5 14 6 2 0 1 2 3  

訪

問 

 計 202 141 33 12  4 5 5 1   1  

 男 113 76 21 5  3 2 5 1     

 女 89 65 12 7  1 3 0 0   1  

 
 

表９－(5)－エ 援助の内容（延数）                （単位：件） 

内  容 
 

区  分 
総 数 

医 学 的 
指 導 

受療援助 
生活支援 
生活指導 

社会復帰 
援 助 

紹介連絡 
関係機関 
調 整 
方針協議 

その他 

平成 21 年度 1,709 99 314 83 60 536 557 60 

平成 22 年度 1,346 82  218  98  69  376  310  193  

平成 23 年度 1,336 65  226  87  67  364  317  210  

相   談 614 10 86 51 29 189 144 105 

訪   問 722 55 140 36 38 175 173 105 

（注） 援助内容は重複あり。 
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（6）精神障害者社会復帰関係 

在宅通院中の精神障害回復途上者等の交流の場として，月 2 回，デイケアクラブを実施した。他

の障害者等に比べ福祉施設等の少ない精神障害者にとって社会参加の場として機能している。また，

医療福祉関係の学生や，精神保健福祉ボランティア講座の受講生，ホームヘルパー等が実際にデイ

ケアクラブのメンバーに触れ合うことで，より精神障害への理解を深めることができる実習の場と

しても活用されている。 

               表９－(6) デイケアクラブの活動状況          （単位：人） 

区 分 

年 度 
開催回数 

参    加    者 

実 人 数 （男・女） 延 人 数 （男・女） 

平成 21 年度 ２７ ２８ （１５・１３） ３１６ （171・145） 

平成 22 年度 ２１ ３２ （１５・１７） ２９０ （146・144） 

平成 23 年度 ２２ ２２ （１２・１０） １９６ （ 98・ 98） 

プログラム 

（23 年度） 
 料理  音楽鑑賞  ヨガ クリスマス会 自主活動など 
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（7）地域精神保健福祉関係 

印旛地域では、平成 10 年 2 月に設置された「印旛地域精神保健福祉連絡協議会」において、管

内の精神保健福祉事業の推進と関係機関との連絡調整を図っている。23 年度は平成 24 年 2 月 24 日

に開催した。 

   また、さくら会（印旛保健所管内）、かぶらぎ会（佐倉市）、なりた会（成田市）、しらゆりの会

（白井市）、ホープ（四街道市）、きんもくせいの会（八街市）、わの会（印西市）、サルビアの会（富

里市）、亀の泉会(佐倉市)の９組織の家族会が活動を展開している。家族会は、在宅療養中の精神

障害者と過ごす家族の労苦を共有したり、情報交換をする場となっている。なお支援の一環として、

平成 24 年 3 月 9 日に家族会交流会を行った。 

   管内には、保健所で実施してきた精神保健福祉ボランティア養成講座の修了者による「ボランテ

ィア桜」のほか、オアシス（四街道市）、ピープラップ（成田市）等のボランティア団体があり、

デイケアや管内福祉施設での活動、講演会の開催等幅広く活動をしている。 

 
表９－(7)－ア 会議・研修会 

会 議 ・ 講 演 会 の 名 称 日 時 延 人 数 対 象 者 等 

印旛地域精神保健福祉連絡協議会              
本会議  内 容 
「印旛保健所及び管内市町村の精神保健福祉活動の状況」 

第 2 部 研修会 
「精神障害者アウトリーチ推進事業について」 
①事業説明 
千葉県障害福祉課 精神保健福祉推進室 中島 良樹 氏 
②旭中央病院の取り組み 
国保旭中央病院 地域医療推進室    片倉 知雄 氏 
 
精神保健福祉家族会交流会 
講演 

「家族に依存した支援のあり方をどう変えるのか～こころ

の健康政策構想実現会議と障害者総合福祉法(仮称)」 

講師 公益社団法人「やどかりの里」 

  常任理事 やどかり情報館 館長  増田 一世 氏

    理事 やどかり研究所 代表  堀  澄清 氏 

 
管内市町村精神保健福祉担当者研修 
話し合い「災害時の精神障害者への避難支援について」 

助言者 千葉県精神保健福祉センター  

次長 深見 悟郎 氏 
 
ボランティアフォローアップ講座 
講演 「ボランティアとして今できること」 

講師 office 夢風舎 舎長 土屋  徹 氏 

 
こころの健康市民講座 
（災害被災者及び支援者への心のケア推進事業との併催） 

 講演「震災等災害時の心身の反応について」 

 講師 成田赤十字病院精神神経科  

医師 齋賀 孝久 氏 

 

 
 
平成 24 年 
2 月 24 日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 24 年 
3 月 9 日 
 
 

 
 
 
平成 23 年 
11 月 30 日 
 
 
 
平成 23 年 
11 月 1 日 

 
 
平成 23 年 
9 月 16 日 
 
 

 
 

35 人 
 
 
 
67 人 
 
 
 
 
 
 
23 人 
 
 
 
 
 
 
 
18 人 
 
 
 
 
14 人 
 
 
 
27 人 

 
 
管内 
精神科医療機関 
福祉施設 
地域家族会 
警察署 
公共職業安定所 

市町関係者 等 
 
 
 
 
管内地域家族会 
市町担当者 等 

 
 
 
 
 
管内市町担当者等 
 
 
 
 
管内ボランティア等 
 
 
 
一般住民等 

 



－  － 58

 

 

表９－(7) －イ  組織育成          （単位：件数） 

種別 
区分 

総 数 家族会 断酒会 その他 

支援延件数 ２５ １８ ０ ７ 

 

（8）その他の事業等 

成田市が開催している「成田市精神保健福祉協議会」は、セミナー、フェアー、幹事会、社会復

帰施設検討部会など広く精神保健福祉にかかわる事業を推進しており、当所職員は委員（所長=副

会長）、幹事などで運営企画に参画し協力している。 

なお、管内市町の関係会議等の委員としても参加協力した。 

また、精神科関係機関からの依頼に応じて講師としての協力やケース会議等を通して、正しい精

神保健福祉知識の啓発普及に努めた。 

 

表９－(8) その他の事業等 

名     称 開 催 日 備     考 

成田市精神保健福祉推進協議会 
・幹事会   

4/20 5/25 7/26 
11/4 

成田市主催。保健所は委員・幹事,
講師等として協力。 

佐倉市福祉総合相談所運営委員会 11/24 運営委員として協力。 

佐倉市障害者自立支援協議会 精神障害部会 7/8 11/17 部会員として参加 

佐倉市障害福祉計画策定懇話会 9/14 策定委員として参加 

酒々井町・栄町地域自立支援協議会 
精神部会 

6/28 10/20 部会員として参加 

四街道市障害者自立支援協議会 4/14 6/8 6/9 7/14 9/14 
10/12 11/9 

自立支援協議会委員として協力 

 
事例検討会 
 

4/15 5/25 6/2 6/6 
6/8 6/17 6/28 8/2  
8/249/59/139/27 
10/310/1310/20 
10/26 10/28 11/7 
11/9 11/10 

市町村、医療機関、中核地域生活支
援センター等からの要請により参
加し、技術支援した。 

成田・佐原地域障害者雇用連絡会議 7/27 成田公共職業安定所主催 

心神喪失等の状態で重大な他害行為を行っ 
た者の医療及び観察等に関する法律に基づ 
く CPA 会議及びケア会議 

5/17 5/18 6/9 7/4 
7/12 7/22 8/29 
10/1910/25 10/28 
12/14 1/6 

保護観察所主管事業 
入院処遇中の CPA 会議 
通院処遇中のケア会議に参加 

千葉県精神障害者退院促進強化事業 
印旛メンタルサポートネットワーク連絡会 
千葉県精神障害者退院促進支援事業 
地域移行支援事業協議会・研修会 

4/25 5/23 6/27 
7/11 8/22 9/26 
10/24 11/28 12/26 
1/23・7/11 

県の委託事業所が主催する事業に
協力。 
 

 
城西国際大学福祉総合学部学生実習指導 

10/3～10/19 
11/14～11/30 

精神保健福祉士国家試験受験資格
取得にかかわる実習。 

 
順天堂大学スポーツ健康学部健康学科学生
に対する講義 
 

 
6/17 
 
 

精神保健福祉士国家試験受験資格
取得にかかわる専門科目「精神保健
福祉援助実習」の授業の一環として
の講義。１０名参加 

外国人精神障害者支援事業打ち合わせ会 6/27 
 

精神保健福祉センター主催支援事
業の企画等に参加 

精神障害者ホームヘルパー研修（県主催）へ
の協力 

6/21,7/5,8/2,9/6 デイケアクラブにて研修生（7 名）
の実習受入 
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10．市町村支 援 

  健康づくり推進協議会、老人保健関係、地区組織の育成などについて広域的な視点から、管内市町

村の事業の円滑な推進や向上が図られるよう評価、計画への支援を行っている。 

 

表 10 市町村への支援状況 

項目 
 
 
 

市町村 

会    議 ・ 連  絡  会 技術的支援 

会  議  名 

回 

数 

出席者 

主なテーマ 事業名 

回

数 

人 員 

・ 

職 種 

延人

員 
職 種 

成
田
市 

成田市子どもを守る地域ネットワー

ク代表者会議 

１  １ 

 

所長 

 

虐待相談の状況・事業計画    

佐
倉
市 

在宅寝たきり老人等歯科保健推進協

議会 

佐倉市健やか町づくり推進委員会 

 

佐倉市青少年問題協議会 

１ 

 

１ 

 

１ 

１ 

 

１ 

 

１ 

所長 

 

副技監 

 

所長 

事業実績及び事業計画 

 

「健康さくら 21」について 

第２次佐倉市青少年育成計画

（案）について審議 

   

四
街
道
市 

健康づくり推進協議会 

 

 

保健福祉審議会 

 

四街道市児童及び配偶者等に対する

暴力防止対策地域協議会 

代表部会・実務者部会 

 

１ 

 

 

２ 

 

２ 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

２ 

 

 

課 長 

 

 

課長 

 

副主幹 

 

 

事業実績・事業計画 

２４年度事業計画 

 

四街道市地域福祉計画につい

て 

協議会構成機関の機能と役割

の共有・会の現況報告 

 

   

八
街
市 

健康づくり推進協議会 

 

１ 

 

 

１ 

 

 

課長 

 

 

事業報告・事業計画 

 

  

 

 

 

 

 

印
西
市 

健康づくり推進協議会 

 

印西市子ども虐待防止対策協議会 

 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

課長 

 

副主幹 

 

事業報告・事業計画 

 

市の子ども虐待対応及び虐待

防止対策の状況 

 

   

白
井
市 

白井市健康づくり推進協議会 

 

在宅介護支援センター運営協議会 

 

 

白井市家庭等における暴力対策ネッ

トワーク会議 

１ 

 

２ 

 

 

２ 

 

１ 

 

２ 

 

 

２ 

 

課長 

 

保健師 

 

 

副主幹 

事業報告・事業計画 

 

事業報告・事業計画 

活動報告・活動目標 

 

事例報告及びそのことについ

ての意見交換              

   

富
里
市 

健康づくり推進協議会 

 

富里市要保護児童対策地域協議会代

表者会議 

１ 

 

１ 

１ 

 

１ 

保健師 

 

副主幹 

事業実績及び事業計画 

 

児童虐待の現状 

児童相談所から見た児童虐待

の現状と課題 

   

酒
々
井
町 

酒々井町児童虐待防止対策協議会 

（実務者会議・個別支援会議） 

８ 

 

12 

 

副主幹 

相談員 

事業報告・事業計画 

事例検討・家庭訪問・学校等

訪問 

酒々井

町子ど

も相談 

２ １ 

相談員 

 

栄 

町 

健康づくり推進協議会 

 

在宅介護支援センター運営協議会 

 

栄町要保護児童対策地域協議会 

 

２ 

 

２ 

 

１ 

２ 

 

２ 

 

１ 

課 長 

 

保健師 

 

副主幹 

健康創造都市さかえ地域戦略

プラン（案）について 

事業報告・事業計画 

 

活動報告・管理ケースの評価 
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11．歯 科 保 健 事 業 

  歯科保健事業は、歯科保健従事者の資質向上をめざして研修を実施した。 

 

(1) 訪問歯科保健サービス推進研修会 

目 的   難病及び障害者等に対し、講演会、歯科保健指導を実施することにより難病及び

障害者などの歯及び口腔内の健康の維持増進を図る。 

 

表 11－(1) 難病及び障害者等歯科保健サービス事業実施状況 

開 催 月 日 主  な  内  容 参加人員 

平成 23 年 12 月 8 日 

「障害児を対象とした歯科個別相談会」 
 障がいのある児とその家族を招き、障がい児を対象とし 
た歯科検診と個別相談を実施。 
 

 
３名 

 

 
 

(2) その他 

   むし歯予防大会 

     期 日  平成 23年 10 月 30 日（日） 

     会 場  ユーカリが丘 総合子育て支援センター ユー！キッズ 

     主 催  印旛郡市歯科医師会佐倉地区 

     共催及び後援者  佐倉市、印旛保健所 

 

歯の衛生週間 審査会・表彰式 

     期 日  平成 23年 6月 9日（木） 

     会 場  成田国際文化会館 

     主 催  印旛郡市歯科医師会、印旛保健所、千葉県教育庁北総教育事務所 

     内 容  印旛郡市の小中学生等と 8020 達成者の歯科に関する表彰 

 
１２．児 童 福 祉 
 

 (1) 児童扶養手当 

ひとり親家庭や、親と一緒に生活していない児童を養育している家庭等の生活の 
安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図ることを目的に、児童扶養手当を支給している。 
 

ア 児童扶養手当支給状況 
表 12－(1)－ア 児童扶養手当支給状況     

２３年度 
支給世帯数 受給資格認定件数 

３０６ ６４ 

酒々井町 １７６ ３１ 

栄 町 １３０ ３３ 
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イ 児童扶養手当受給者の世帯類型別  
表 12－(1)－イ 児童扶養手当受給者の世帯類型別 

 区分 
 

年度 

世 帯 類 型 別 
生別母子世帯 死 別 

母子世帯 
未婚の 
母子世帯 

障害者世 

帯 遺棄世帯 その他の

世帯 計 
離 婚 その他 

２３年度 ２６６ - ３ ２５ ２ １ ９ ３０６ 

 
 
(2) 特別児童扶養手当 

精神または身体に政令で定める程度の障害を有する20歳未満の児童を監護している父若しくは母、

又は養育者に対して特別児童扶養手当を支給している。 
    

表 12－(2) 特別児童扶養手当支給状況 
区分 

 

市 町 

 

支給者数 

支 給 対 象 障 害 児 数 

身体障害 精神障害 重複障害  計 

1 級 2 級 1 級 2 級 1 級 2 級 1 級 2 級 

２３年度 937 228 91 263 393 15 - 506 484 

成 田 市 195 42 16 48 99 2 - 92 115 

佐 倉 市 156 36 15 53 56 4 - 93 71 

四街道市 118 29 12 27 53 1 - 57 65 

八 街 市 148 42 14 39 61 4 - 85 75 

印 西 市 122 36 11 39 40 2 - 77 51 

白 井 市 83 24 11 21 31 1 - 46 42 

富 里 市 67 9 9 19 33 - - 28 42 

酒々井町 17 4 3 5 4 1 - 10 7 

栄   町 31 6 - 12 16 - - 18 16 

 

１３．母子・寡婦等の福祉 

母子家庭及び寡婦の経済的自立と生活意欲の助長及びその児童の福祉向上を図ることを目的とし

て、母子寡婦福祉資金貸付制度により各種資金の貸付を行っている。  

(1) 母子福祉資金貸付状況 
表 13－(1) 母子福祉資金貸付状況                 （単位：千円） 

市 町 

事

業

開

始 

事

業

継

続 

修

学 

技

能

習

得 

修

業 

就

職

支

度 

医

療

介

護 

生

活 

住

宅 

転

宅 

就

学

支

度 

結

婚 

2 3 年 度 - - 14,772 1,632 - - - 980 - - - - 

成 田 市 - - 810 - - - - - - - - - 

佐 倉 市 - - - - - - - - - - - - 

四 街 道 市 - - 2,550 - - - - - - - - - 

八 街 市  - - 2,268 - - - - - - - - - 

印 西 市  - - 5,886 1,632 - - - - - - - - 

白 井 市  - - 3,258 - - - - 980 - - - - 

富 里 市  - - - - - - - - - - - - 

酒 々 井 町 - - - - - - - - - - - - 

栄 町  - - - - - - - - - - - - 
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 (2) 寡婦福祉資金貸付状況 
表 13－(2) 寡婦福祉資金貸付状況                          (単位：千円) 

市 町 

事
業
開
始 

事
業
継
続 

修

学 

技
能
習
得 

修

業 

就
職
支
度 

医
療
介
護 

生

活 

住

宅 

転

宅 

就
学
支
度 

結

婚 

2 3 年 度 - - - - - - - - - - - - 

成 田 市 - - - - - - - - - - - - 

佐 倉 市 - - - - - - - - - - - - 

四 街 道 市 - - - - - - - - - - - - 

八 街 市 - - - - - - - - - - - - 

印 西 市 - - - - - - - - - - - - 

白 井 市 - - - - - - - - - - - - 

富 里 市 - - - - - - - - - - - - 

酒 々 井 町 - - - - - - - - - - - - 

栄 町 - - - - - - - - - - - - 

 

 

１４．高 齢 者 福 祉 
 (1) 満百歳者に対する祝品等贈呈事業 

満百歳者に対し社会発展の功労者として敬愛し、長寿を祝福するため内閣総理大臣から祝状 

及び記念品を贈呈している。 
表 14－(1) 満百歳者  平成 23 年 9月 1日現在 （単位：人） 

区 分 

市 町 
満百歳者 

左の内訳 

男 女 

23 年度 75 11 64 

成 田 市 12 1 11 

佐 倉 市 24 5 19 

四 街 道 市 12 1 11 

八 街 市 6 2 4 

印 西 市 8 1 7 

白 井 市 1 - 1 

富 里 市 6 1 5 

酒 々 井 町 2 - 2 

栄 町 4 - 4 

 

 

(2) 老人福祉施設入所者法外援護給付金支給事業 

    老人福祉施設の入所者で、公的年金などを受給していない人に対し法外援護給付金を支給し 
ている。 
表 14－(2) 老人福祉施設入所者法外援護給付金支給状況 

 支給実人員 支給金額（円） 

23 年度 25 1,264,300 

 4 月 ～ 7 月 23 418,300 

 8 月 ～ 11 月 24 446,500 

12 月 ～ 3 月 22 399,500 
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１５．民生委員・児童委員 

民生委員・児童委員は、地域の社会福祉の増進に努めることを本務として、自主的な活動を 
行っているほか、行政機関への協力者として活動している。 
 

表 15 民生委員・児童委員配置状況 

市 町 定 数 
現         員 

 

民生委員・児童委員 主任児童委員 計 
２３年度 ９８１ ８６８ ８３ ９５１ 
成 田 市 ２００ １７７ ２０ １９７ 

佐 倉 市 ２０６ １８３ １６ １９９ 

四街道市 １２８ １１１ １２ １２３ 

八 街 市   ９１ ８５   ６   ９１ 

印 西 市   １３２ １１２   １２   １２４ 

白 井 市   ８２ ６８   ７   ７５ 

富 里 市   ７１ ６５   ６   ７１ 

酒々井町   ３２ ３０   ２   ３２ 

栄   町   ３９   ３７   ２   ３９ 
 

 

１６．身体障害者・知的障害者の福祉 
 (1) 在宅重度知的障害者及びねたきり身体障害者福祉手当給付事業 

在宅の重度知的障害者及びねたきり身体障害者又はその家族に、市町村が行う手当の給付に 

対して補助金を交付している。 

 

表 16－(1) 在宅重度知的障害者福祉手当・ねたきり身体障害者福祉手当補助状況 

区 分 

市 町 

在宅重度知的障害者 ねたきり身体障害者 

人数 補助金額(円) 人数 補助金額(円) 

２３年度 422 19,903,650 1 51,900 

成 田 市 79 3,758,425 -  

佐 倉 市 86 4,350,950 -  

四街道市 77 3,559,475 -  

八 街 市 48 2,011,125 -  

印 西 市 42 1,993,825 -  

白 井 市 27 1,332,100 -  

富 里 市 46 2,123,575 -  

酒々井町 7 255,175 -  

栄   町 10 519,000 1 51,900 

 



－  － 64

(2) 身体障害者相談員及び知的障害者相談員の委嘱 

   身体障害者相談員・知的障害者相談員として適格者を委嘱している。 

   表 16－(2) 身体障害者相談員・知的障害者相談員委嘱状況 

市 町 定 数 

現 員 左の内訳 

身体障害者 
相 談 員 

知的障害者 
相 談 員 

計 男 女 

2 3 年 度 54 25 18 43 22 21 

成 田 市 12 5 6 11 7 4 

佐 倉 市 9 4 4 8 3 5 

四街道市 6 3 1 4 2 2 

八 街 市 5 4 1 5 3 2 

印 西 市 8 4 2 6 4 2 

白 井 市 4 - 1 1 - 1 

富 里 市 4 2 1 3 1 2 

酒々井町 3 2 1 3 - 3 

栄  町 3 1 1 2 2 - 

 

 (3) 重度障害児・者日常生活用具取付費補助事業 

   障害者自立支援法の施行に伴い、平成 18年 10 月 1日に制定された重度障害児・者日常生活用具

取付費補助金交付要綱に基づき、市町村に対し補助金を交付する。 

表 16－(3) 重度障害児・者日常生活用具取付費補助状況 

市  町  件 数 内  容 補助金（円） 

2 3 年 度  22  409,487 

成 田 市  5 移動・移乗支援用具、入浴補助用具 102,450 

佐 倉 市  2 入浴補助用具 19,425 

四街道市  -  - 

八 街 市  2 移動・移乗支援用具、入浴補助用具 29,450 

印 西 市  6 自立生活支援用具ほか１種目 100,275 

富 里 市  1 移動・移乗支援用具 30,000 

栄 町  6 移動・移乗支援用具 127,887 

 

１７．配偶者暴力相談支援センター 

   平成１６年６月、配偶者暴力相談支援センターに指定され、相談事業を開始した。 
「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」（平成１３年法第３１号）に基づいて、

配偶者（婚姻関係と同様の事情にある者を含む）から暴力を受けた者（離婚後も元配偶者から生命又

は身体に危害を受けるおそれのある者を含む）からの相談を受け、必要な助言や支援を行っている。 
  

表 17 配偶者暴力相談支援状況 

区分 

総相談件数 来所相談件数 電話相談件数 
書面提 
出件数 

通報 
件数 総数 

うち 
ＤＶ 

内閣府 
報告分 

総数 
うち 
ＤＶ 

内閣府 
報告分 

総数 
うちＤ

Ｖ 
内閣府 
報告分 

23 年度 178 148 126 58 53 50 120 95 78 7 - 
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１８．戦傷病者の援護 

 (1) 補装具の交付及び修理 

   戦傷病者手帳の交付を受けた戦傷病者に対し、補装具の交付と修理を行っている。 
表 18－(1) 補装具の交付及び修理状況 

区 分 件 数 費用総額（円） 

23 年度 - - 

交 付 - - 

修 理 - - 

 
 (2) 戦傷病者乗車券引換証の変更 

   戦傷病者手帳の交付を受けた戦傷病者に対し、戦傷病者乗車券引換証の種別変更や年度途中の交

付事務を行っている。 
表 18－(2) 戦傷病者乗車券引換証の発行状況 

区 分 件 数 甲 種 乙 種 

23 年度 17 18 42 

 

１９．児童手当事務監査 

表 19 児童手当事務監査状況 

市 町 実 施 月 

成 田 市 平成 24 年 1 月 

佐 倉 市 平成 24 年 2 月 

酒々井町 平成 24 年 1 月 

 
２０．中核地域生活支援センター連絡調整会議 

  中核地域生活支援センターは平成１６年１０月から開始したが、健康福祉センターはこれを 

サポートし、関係機関との連絡調整会議等を開催している。 

表 20 中核地域生活支援センター連絡調整会議実施状況 

開 催 日 平成２４年３月２５日 

場 所 印旛合同庁舎 第５会議室 

内 容 
・中核地域生活支援センター「すけっと」の活動について 
・その他 

構成員・参加者数 ２６ 人 

 
２１．福祉関係団体育成指導 

管内住民の福祉の向上を図るため、福祉に携わる団体等の育成・指導を行っている。 
 

 


